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Fig.2 比熱のピークの高さの 

相転移温度・周波数依存性 

複素比熱法を用いた二相共存状態の研究 

勝藤研究室 3604L060-8 野村 智之 
 

１．はじめに 
 ペロブスカイト型マンガン酸化物 RMnO3は希土類イ

オン(R)が大きいときは低温で A-type 反強磁性に転移す

るが、希土類イオンの半径を減少させると不整合相が出

現することが知られている。例えばEuMnO3は51Kで不

整合相へ、更に46KでA-type反強磁性相(A-AF相)へ転

移する [1]。静的比熱測定の結果から、46K の転移はシ

ャープなピークを持つ1次相転移であり、2相共存状態

が実現していると考えられる。 

２．実験 
複素比熱測定装置を用い、RMnO3のCκ(C:比熱 κ:熱伝

導率)を実部と虚部に分離し、各周波数毎に温度依存性を

測定した。また、希土類イオンをEuからGdに置換して

の測定、磁場を印加した状態のEuMnO3に対する測定も

行なった。 

３．結果・考察 
Fig.1にEu0.8Gd0.2MnO3のCκの測定結果を示す。常磁

性相から不整合相への転移に由来する 51K のピークは

周波数に依存しないが、不整合相からA-AF相への転移

に由来する 44K のピークは周波数が低くなるにつれて

シャープな成分が発達し、ピークが高くなることがわか

った。44K の転移では虚部にもピークが現れ、47Hz で

虚部のピークは最大値をとる。周波数依存性は不整合相

とA-AF相の2相共存状態の相転移の時間スケールに対

応していると考えることができ、Debye緩和でフィット

したところ、緩和時間が 30ms程度であると分かった。

これは2相の間の相境界の動きの緩和時間に対応する。 

Eu1-xGdxMnO3のGdの量を多くすることで転移温度は

下がるとともに、低周波数領域の比熱のシャープな成分

が抑制されることが分かった。また、EuMnO3に磁場を

印加した結果、A-AF 相への転移温度は上昇するととも

に、高周波数領域の比熱のピークにシャープな成分が成

長することが分かった。それぞれの物質(磁場)における

A-AF 相への転移点の比熱のピークの高さを周波数・転

移温度に対してプロットにしたものを Fig.2に示す。こ

れからF相への転移温度が高くなるほど、相転移の緩和

時間が短くなっているといえる。 

４．参考文献 
[1] T. Kimura, Phys. Rev. B 68, 060403(R) (2003) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Eu0.8Gd0.2MnO3の各周波数 

におけるCκの温度依存性 

Eu0.8Gd0.2MnO3 


